













































































































本講座は、平成 28 年 8 月 8 日（月）9 日（火）22 日
（月）23 日（火）24 日（水）の 5 日間にわたり 3 時間の
内容で実施され、本学広報の公募によって応募してきた学
校体育および器械運動に苦手意識を持つ 31 名（1 年生男
子：2 名・女子：4 名 計 6 名、2 年生男子：4 名・女子：
4 名 計 8 名、3 年生男子：5 名・女子：3 名 計 8 名・4
年生男子：6 名・女子：3 名 計 9 名）の児童が参加した。
10 名の学生（4 回生男子 2 名女子 2 名 3 回生男子 2 名



















































図 1 ダンゴムシ 
 
 
図 2 足抜き回り 
 
３．学習者 H の逆上がり発生様相 











 動画とチャレンジカードの記録から、児童 H の動感素
材化の経緯をまとめると、表 2 のようになる。 








































a : ダンゴムシ     b : 足抜き回り    c : ふとんほし 
図 3 練習開始当初の児童 H の基礎的動感能力 
 






















図 4 「足抜き回り」の促発指導 
 その後の「足抜き回り」動感発生様相を明らかにするた
め、この運動に着目し動画を追跡して経過観察を行った。













































図 7 逆上がりの逆の運動経過を辿る「前回り下り」 
 
（４）動感素材の充実による探索の始動 
























a : 逆上がり初挑戦  b : 補助器具を使った逆上がり 
 































































図 10 児童 H の逆上がり発生プロセス 
 
 本研究の成果として、運動学習・指導現場で「できない」
動感形態が身体知化していくプロセスを発生論的立場で
詳細に考察していくことによって、一事例ではあるが類的
普遍性としての逆上がり指導における資料を作成するこ
とができた。個別性の原理から、この児童 H と全く同じ
学習プロセスをたどる学習者は存在しないとしても、現場
の指導者が「いま・ここ」の学習者のプロセスが同質のも
のと直感され、この児童 H の考察で得られた資料が有効
に活用される一助となることを期待し論を閉じる。 
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